
スピーカーシステム
（SB-HS1000A）

サラウンドバックスピーカー
（SB-HS1000）×2台

スピーカーシステム
（SB-HS1100）

サラウンドバックスピーカー
（SB-HS1100）×2台

□スピーカーコード（約12 m）.......... 2本
(REE1397B)

□スタンドベース取り付けネジ .......... 8本
(XSB4＋20FJK)
・組み立てに必要な本数は4本です。
残りの4本は予備になります。

□スタンド取り付けネジ ..................... 2本
(RXQ1496)

□スタンドベース ................................. 2個
SB-HS1100:(RYQ0608-K1)/SB-HS1000A:(RYQ0608-S)

□スピーカースタンド ........................... 2本
SB-HS1100:(RYQ0610-K)/SB-HS1000A:(RYQ0610-S)

□スペーサー ...................................... 16個
SB-HS1100:(RKA0191-K)/SB-HS1000A:(RKA0190-H)
・組み立てに必要な個数は8個です。
残りの8個は予備になります。

スピーカーシステム
取扱説明書

品番 SB-HS1100
SB-HS1000A

RQT8943-MS保証書別添付
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「安全上のご注意」を必ずお読みください
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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
・取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
・ご使用前に「安全上のご注意」（ 6ページ）を必ずお読みください。
・保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管してください。

■スピーカーシステムの構成
ホームシアターオーディオシステム SC-HT7000（別売）用

■付属品の確認

http://www.sense.panasonic.co.jp

付属品は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックグループのショッピングサイト「パナセ
ンス」でお買い求めいただけるものもあります。
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。

付属の部品は、スピーカーシステムに取り付けるための
専用部品です。この取り付け以外にはご使用できません。

包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をし
てください。

付属品の買い替えは、お買い上げの販売店へご相談くだ
さい。（ ）内は買い替え時の品番です。
品番は2008年8月現在のものです。

本機は、ホームシアターオーディオシステムSC-HT7000
（別売）またはSC-HT6500（別売）用サラウンドバック
スピーカーです。
SC-HT7000またはSC-HT6500と組み合わせていただ
くことで、7.1 chのスピーカーシステムとしてお楽しみ
いただけます。

ホームシアターオーディオシステム SC-HT6500（別売）用
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設置のしかた

30°

30° 30°

30°
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■よりよい音響効果を得るための設置
スピーカーの設置方法によっては、低音の量や音像定
位など、音質が変わる場合がありますので、以下のこ
とを参考にして設置してください。
・平らで安定した場所に設置してください。
・床、壁、コーナーに近づけて設置すると低音が増え
ます。

・堅い壁やガラス窓には、厚地のカーテンなどを掛け
ることをおすすめします。

■設置上のお願い
次のような設置場所は避けてください
・直射日光のあたる場所など温度が高いところ。
・振動の多いところや湿気の多いところ。

磁気の影響を受けやすいものは、近づけないでください
スピーカーの磁気の影響で、キャッシュカードや定期
券、時計などが正しく働かなくなることがあります。

ブラウン管テレビをご使用中にテレビに色ムラが生じ
た場合、テレビとの距離を離す
・本機をテレビに極端に近づけて設置すると、色ムラ
が生じる場合があります。その場合は、一度テレビ
の電源を切り、15 分～30 分後に再びスイッチを入
れてください。テレビの自己消磁機能により、画面
への影響が改善されます。その後も色ムラが残るよ
うな場合には、スピーカーを更に離してご使用くだ
さい。
本機は防磁設計ではありません。パソコンなどの近く
に設置しないでください。

■設置例（SC-HT7000（別売）またはSC-HT6500
（別売）と組み合わせた場合）

フロントスピーカー/ サラウンドスピーカー/
アクティブサブウーハー/
サラウンドバックスピーカー（本機）GF

E
DCBA

組み立て・設置について
サラウンドバックスピーカーをスタンドタイプに組み立てる

■組み立て／接続
に必要な付属
品・部品

□ スピーカースタンド
×2本

□ スタンドベース
×2個

□ スタンドベース取り付け
ネジ×4本

□ スタンド取り付けネジ
×2本

□ スピーカーコード（約12 m）
×2本

・スピーカー本体前面のネットに無理な力を加えないでください。前面のネットは取り外しができません。
・包装ケース内のクッションを下に敷くと安定した作業ができます。スピーカー本体のネット側を上向きに置きます。
傷付き防止のため必ず布などを敷いてください。

・各作業でのネジ止めは、ゆるみのないようしっかり締めてください。
・使用していない部品は、保管してください。

使用するクッション クッションの敷きかた 

この面を上にしてください。 

30°30°

30° 30°
GF

サラウンドバックスピーカー
（本機： 左, 右）
視聴位置の30 °後方に設
置してください。
・左右の区別はありません。
・1 台のみ設置する場合は、
視聴位置の後方に設置し
てください H

GF

A B

E
C D

サラウンドスピーカー
（ , ）
視聴位置の左右横に設
置します。

DC
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スピーカースタンドにスタンドベースを取り付ける
①スピーカースタンド（付属）の突起2ヵ所とスタンドベース（付属）の穴2ヵ所の位置をあわせて差し込む

②スタンドベース取り付けネジ2本（付属）で取り付ける

スタンドベースを取り付け
る側の内側に「こちら側を
スタンドベースへ取り付け
てください。」と表示された
シールが貼ってあります。

1
スタンドベース裏面 

① 

② 

スタンドベース クッション 

スピーカースタンド 
S

S

スタンドベース裏面 

中央のネジ穴を使って 
取り付けてください。 

① 

② 

サラウンドバックスピーカー 
（SB-HS1100/SB-HS1000） 

スタンド 
取り付けネジ 

サラウンドバックスピーカーにスピーカースタンドを取り付ける
①組み立てたスピーカースタンドの突起2ヵ所とサラウンドバックスピーカーの穴2ヵ所の位置をあわせて差し
込む

②スタンド取り付けネジ（付属）で取り付ける

2

銀色のコード： 
端子（－）へ 
接続してください。 

銅色のコード： 
端子（＋）へ 
接続してください。 

スピーカーコード 
（約 12 m、付属）

S

スピーカー端子にスピーカーコード（付属）を接続する3

“S”の表示があるネ
ジ穴2ヵ所を使って取
り付けてください

接続する前に、スタンドベー
ス裏面の“S”の表示のある
穴からスピーカーコード（約
12 m 、付属）を通しておい
てください。

①端子の穴が見え
るまでつまみを
回してゆるめる

②穴に芯線を差し
込み、つまみを
締める

・スピーカーコードの銅色側（＋）と銀色
側（－）は絶対にショートさせないでく
ださい。

・スピーカーコードのバナナプラグ（4
mmプラグ）側はアンプへ接続してくだ
さい。

お願い ■スピーカー端子との接続に市販のバナナプ
ラグ（4 mmプラグ）をつかうときは
端子のつまみを完全に締めて接続してください。

・バナナプラグ本体の径が
10 mm以下のものを使用
してください。

・壁掛けタイプで設置するときは、バナナプラグを
使用しないでください。

10 mm

スピーカーコード 

コード 
処理溝 

スピーカーコードを固定する
スタンドのコード処理溝にスピーカーコードを
押し込む

4

（このイラストの端子形状はSB-HS1000Aを示しています。）



4
RQT8943

�
�
�
�

��
��
��

ø7.0-9.4 mm ø4 mm
35 mm以上 ※ 

ネジ（市販） 

① 

② 

金具（市販） 

ネジ（市販） 

取り付け例

取り付ける壁およびネジ（市販）には、
50 kg以上の重量を支えられる強度が必要
です。施工業者の方などにご相談ください。
※35 mm以上の長さのネジ（ 左記）は、
木製の柱に取り付ける場合です。それ以
外の場合は、必ず50 kg以上の重量を支
えられるように取り付けてください。

お願い

サラウンドバックスピーカーを壁掛けする場合

転倒防止用ワイヤーを取り付けるには

■組み立て／接続
に必要な付属
品・部品

□ スピーカーコード（約12 m）
×2本

□ スペーサー
×8個

・取り外した部品および使用していない部品は、保管してください。

スピーカーコード（付属）を端子に接続する
3ページの手順3を参照してください。

・壁掛けする場合は、スピーカー本体にスピーカースタ
ンドおよびスタンドベースを取り付ける必要はありま
せん。

1

■壁掛けしたスピーカーをスタンドタイプに組み立てるには
① 上記手順を逆に行い、お買い上げ状態に戻す
② スタンドタイプに組み立てる（ 2～3ページ）

705 mm

カバー 

この位置では、 
スピーカ－が 
落下する可能 
性があります。 

この位置まで 
しっかりはめ 
込んでください。 

35 mm

スペーサー 

・壁掛け穴の下側に 
　あわせて貼る。 

35 mm

スペーサー 

・壁掛け穴の下側に 
　あわせて貼る。 

スピーカーコード 
が壁掛け穴にかか 
らないようにして 
ください。 

16.5 
mm

81.5 
mm

スピーカー本体にスぺーサーを貼り、壁に掛ける2
①背面のカバー
をはずす

③壁に掛ける

���
��� ø7.0-9.4 mm

8-10 mm

ø4 mm 35 mm以上 ※ 

ネジ（市販） 

取り付ける壁およびネジ（市販）
には、20 kg以上の重量を支え
られる強度が必要です。施工業
者の方などにご相談ください。
※35 mm以上の長さのネジ
（ 下記）は、木製の柱に取
り付ける場合です。それ以外
の場合は、必ず20 kg以上の
重量を支えられるように取り
付けてください。

お願い

①カバーを取りは
ずす

②カットワイヤー
（市販）を取り付
け穴に通す

組み立て・設置について　つづき

②４ヵ所に
スペーサーを
貼る

（このイラストの端子形状はSB-HS1000Aを示しています。）
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アンプへの接続のしかた
■接続
サラウンドバックスピーカー（右）は、アンプのサラウンドバック端子の“右”端子に、サラウンドバックスピーカ
ー（左）は、アンプのサラウンドバック端子の“左”端子に接続してください。
・サラウンドバックスピーカーを1台しか接続しない場合は、アンプのサラウンドバック“左”端子に接続してくだ
さい。

スピーカーコードの接続
赤色のプラグ：アンプの 端子へ
黒色のプラグ：アンプの 端子へ

・接続の前にアンプの電源を切ってく
ださい。
・スピーカーコードを接続した状態で
スピーカーを移動しないでください。
ショートなどの原因になることがあ
ります。

・スピーカーコードの配線処理は、束
ねてひもでくくるなどして、確実に
行ってください。

本機を接続するアンプの設定について
スピーカーを追加する場合は、接続するアンプの設定が必要です。
AVコントロールアンプSA-BX500（別売）またはSU-XR700（別売）の場合
下記設定を行ってからご使用ください。
・本機はフロントセンタースピーカー、サラウンドスピーカー、アクティブサブウーハーと組み合わせて使用します。
・AVコントロールアンプの設定は[SMALL]にしてください。（ 下記）
AVコントロールアンプ SA-BX500をDVDアナログ入力で使用している場合は、DVDプレーヤーなどの再生機器
の設定を[SMALL]にしてください。

・AVコントロールアンプSA-BX500またはSU-XR700の取扱説明書「アンプの設定をする」をご参照ください。

■接続できるアンプ
本機のインピーダンスと許容入力に適合したアンプが必要です。
・本機のインピーダンス：6 Ω
・本機の許容入力：100 W（定格）※1
下記定格に適合したアンプに接続できます。このアンプ以外の機器には接続できません。
・インピーダンスが6 Ωのスピーカーに適合したアンプ
・定格出力が100 W（インピーダンスが6 Ωのとき）またはそれ以下のアンプ
この定格以上のアンプを使用すると、過大入力による異常音が発生したり、アンプやスピーカーが破損する場合が
あります。もし、破損が生じたり演奏中に異常が生じたときは、システムの電源コードを抜いて専門のサービスマ
ンにご相談ください。
なお、アンプによっては複数の定格出力を記載しているものがありますのでよくご確認ください。
※1 国際電気標準会議（IEC）の基準に準拠した定格入力値を表しています

ンド サラウンドバック 

左 右 左 

スピーカーコード
（約12 m、付属）

サラウンド
バック
“左”端子へ

サラウンドバック
“右”端子へ

サラウンドバック（右）サラウンドバック（左）

アンプ（後面）
SA-BX500（別売）/
SU-XR700（別売）

1. 「初期設定」モードで“SPK SIZE”を選び、決定
する※2

2. 設定するスピーカーを選び（ 下記）、決定する
3. 設定を変更し（ 下記）、決定する
4. 設定を終える

スピーカーの有無とサイズを設定する

設定するスピーカー 設定項目
SB（サラウンドバック） NONE（接続していない）

1-SPK（1台接続時）
2-SPK（2台接続時）

1. 「初期設定」モードで“FILTER FRQ”を選び、決定する
2. 低域フィルターの周波数を選び、決定する
選択周波数：80（80 Hz以下の低音域をサブウーハー

に出力）

※2 本機のスピーカーサイズは“SMALL”です。
SA-BX500またはSU-XR700の場合、SB（サ
ラウンドバック）のサイズは、S（サラウンド）
で選択したサイズと同じになります。“SPK
SIZE”の設定で、S(サラウンド)が“SMALL”
になっていることを確認してください。

低域フィルターの設定

黒色のプラグ 

赤色のプラグ 
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・上に大きなもの、重いものを載せない
・取扱説明書に記載されている以外の方法で壁などへ
取り付けない
・高い場所、水平以外の場所、振動や衝撃の起こる場
所に置かない

不安定な場所に設置しない

機器が落ちたり、倒れたりして、けがの原因になる
ことがあります。

注意警告

スピーカーの許容入力を超えるアンプに接
続しない

・定格以上の出力を持つアンプに接続すると、スピー
カーが発熱し、火災の原因になることがあります。

機器に乗らない

倒れたりして、けがの原因になることがあります。
・スピーカーのスタンドベースの上に乗って、スピー
カー本体をゆらしたりしないでください。
・特にお子様にはご注意ください。

スタンドベース取り付けネジやスペーサーは、
乳幼児の手の届くところに置かない

誤って飲み込むと身体に悪影響を及ぼします。
・万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医師に
ご相談ください。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

本機のイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のものとは形状が多少異なる場合がありますが御了承く
ださい。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

必ずお守りください安全上のご注意

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」です。 注意

「傷害を負うことや、財産の損害
が発生するおそれがある内容」
です。

してはいけない内容です。



7
RQT8943

保証とアフターサービス よくお読みください

もう一度取扱説明書をよくお読みいただき、ご確認のうえ、直らないと
きは、お買い上げの販売店へご連絡ください。
● 保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。
● 保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただ
きます。下記修理料金の仕組みをご参照のうえ、ご相談ください。
● 修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。
技術料 は、診断・故障個所の修理および部品交換・調整・修理完了時

の点検などの作業にかかる費用です。
部品代 は、修理に使用した部品および補助材料代です。
出張料 は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い
パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情
報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのた
めに利用し、その記録を残すことがあります。また、折り返し
電話させていただくときのため、ナンバー・ディスプレイを採用
しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託
する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に提供しません。
お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。

■補修用性能部品の保有期間　
当社は、このスピーカーシステムの補修用性能部品を、製造打ち切り後
8年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

8年

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

転居や贈答品などでお困りの場合は…
● 修理は、サービス会社・販売会社の「修理ご相談窓口」へ！
● 使いかた・お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店から
お受け取りください。よくお読みのあと、保管してください。

ご連絡いただきたい内容
製品名
品番

お買い上げ日
故障の状況

スピーカーシステム
SB-HS1100/SB-HS1000A

年　月　日
できるだけ具体的に

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページを
ご活用ください。http://panasonic.jp/support/

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください。

修理を依頼されるとき



使用上のお願い
■音量を上げすぎたり、大きな音量で連続使
用したりしないでください
音がひずみ、スピーカーの特性が劣化したり、寿命
が極端に短くなる原因になることがあります。

■通常の使用時でも以下のような場合は、ス
ピーカー破損の原因になることがあります
ので、音量を下げてご使用ください。

・再生音がひずんだとき
・マイクやレコードプレーヤーのハウリング音、FM放
送の局間ノイズ、発振器や正弦波信号などのテスト
ディスク、電子楽器など、大きな信号が連続して加
わるとき

・アンプなどの音質調整をするとき
・接続機器の電源ボタンを入／切するとき

■保護回路について
本機には保護回路が備わっています。アンプからの
過大入力など異常な信号が入ってきたときは、保護
回路が働いて自動的に信号入力が遮断されます。

・再生中、音が急に途切れたら・・・
アンプの音量を下げる
再生ソースや接続に異常（ショートなど）がない
か確かめる

もし異常がなければ、数分後に保護回路が解除され
音が出るようになります。

・保護回路が解除された後は・・・
アンプの音量を上げすぎないようにしてください。

SB-HS1100/SB-HS1000
型式 2ウェイ3スピーカーシステム

バスレフ型
使用スピーカー
ウ－ハ－ 8 cmコーン型×2
ツイーター 2.5 cmドーム型×1
インピーダンス 6 Ω
許容入力（IEC)  200 W（最大）

100 W（定格）
出力音圧レベル 82.5 dB/W（1.0 m）
クロスオーバー周波数 2.5 kHz
再生周波数帯域 65 Hz ～ 50 kHz（－16 dB）

75 Hz ～ 40 kHz（－10 dB）
寸法（幅×高さ×奥行）

279 mm × 1422 mm × 279 mm（スタンド含む）
125 mm × 802 mm × 87 mm（壁掛け時）

質量 約 9.8 kg（スタンド含む）
約 3.7 kg（壁掛け時）

注）この仕様は、性能向上のため変更することがあります。

主な仕様

■本機がよごれたら
柔らかい布でふいてください。
ひどい汚れは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませ
た布でふき、後はからぶきしてください。
・ アルコールやシンナーは使わないでください。
・ 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書に従っ
てください。

お手入れ

音のエチケット

音のエチケット
シンボルマーク

楽しい音楽も時と場所によって
は気になるものです。特に静か
な夜間には窓を閉めたり、ヘッ
ドホンをご使用になるのも一つ
の方法です。

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークはEU域内でのみ有効で
す。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村
窓口、または販売店で、正しい廃棄方法を
お問い合わせください。

－このマークがある場合は－

RQT8943-MS
M1106KS1088

お客様ご相談窓口

販売店名

便利メモ
おぼえのため、
記入されると
便利です

お買い上げ日

（ ） －

年　 月　 日 SB-HS1100/SB-HS1000A品　番

（ ） －

〒571-8504 大阪府門真市松生町1番15号
© Panasonic Corporation 2008
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